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美術大学の学生が
プリモホールゆとろぎで作品展を実施！

本事業について、広く周知したいので、取り上げていただきますよう、よろしくお願
いいたします。会期中は、制作した学生が会場にいます。

【展示会名】羽村学生展示企画 『羽村を歩くことによって』

【会期】令和7年2月25日（火）～3月2日（日）
開場時間：午前10時～午後5時

【開催場所】プリモホールゆとろぎ（羽村市生涯学習センター） 1階展示室
（所在地：羽村市緑ヶ丘1-11-5）

【入場料】無料

【主催】羽村市教育委員会

【企画概要】
生涯学習センターゆとろぎでは、令和2年から武蔵野美術大学造形学部芸術文化学科と共
同で、「羽村」の文化・生活・社会・自然からインスピレーションを受けて、絵画・写
真・映像・デザインあるいは文章などの様々な作品を制作し、展示する事業「羽村ゆと
ろぎアーツプロジェクト」を実施している。事業を続ける中で、学生がギャラリー等で
自らの作品を展示し、公表したいが、会場費用の面で負担が大きく、作品公開について
課題を抱えていることが分かった。そこで、武蔵野美術大学の学生と連携し、学生の作
品展を開催する事業を企画した。今回の展示会の制作者である鈴木一生氏 （武蔵野美術
大学 造形学部 芸術文化学科3年）と、檜山壮司郎 氏（武蔵野美術大学 造形学部 芸術文
化学科3年）は、羽村ゆとろぎアーツプロジェクトへの参加をきっかけに、羽村市に関心
を抱いた事から、羽村市を題材とした作品を制作し、展示する。

【出展作品】
映像作品－『羽村を歩くことによって』 『人間が持つ「土地」の感覚を探る』ことを
テーマとして、羽村市で取材を行った映像作品です。

【制作】鈴木 一生 氏 （武蔵野美術大学 造形学部 芸術文化学科3年）
檜山 壮司郎 氏（武蔵野美術大学 造形学部 芸術文化学科3年）


